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調査研究実績 

の概要○○○ 

ネットワーク上の全ての端末に同じ情

報を送信する放送型情報配送方式は，

無線LAN端末を用いたアドホックネットワ

ーク等で使われている．一般的な放送

型情報配送方式では，情報パケットを受

信した全ての端末が通信可能な範囲へ

中継転送を行う"フラッディング"と呼ば

れる手法が用いられている．本研究で

は，感染症モデルを用いて，確率的に転

送を行う確率的フラッディングにおける

情報の到達率に関して前年度までに構

築したモデルに，無線LAN等で利用されている情報パケットの衝突を回避するためのランダ

ム・バックオフ遅延を考慮した状況への拡張を図り，その精度を計算機シミュレーションにより

評価した． 

感染症モデルの1つであるSIRモデルでは，人口は未感染（状態S），感染中（状態I），免疫

保持（状態R）に分類される．時刻t における各状態の人数を ( )S t ， ( )I t ， ( )R t とすれば，こ

れらに関する微分方程式を解くことによって，各々の時間推移を知ることができる．ブロード

キャスト通信における端末状態を，未受信（状態S），中継中（状態I），受信済（状態R）に分類

すれば，SIRモデルと対応付けることができる．ネットワーク内の端末密度を ，転送確率を

p，第t ホップで中継端末の存在する伝播面積を ( )A t とする．このとき，端末の状態遷移は

図1のようになり，ある種の差分方程式を満たす． 
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図1．SIRモデルに基づく端末状態遷移 



調査研究実績 

の概要○○○ 

全端末数をN とし，初期状態

を  (0) 1S N ， (0) 1I ，

(0) 0R とする．1辺Lの正方

形をネットワーク範囲とし，各

端末の送信距離を1とする．情

報発信端末を範囲の中央に配

置し，残りの 1N 個の端末を

ランダムに配置する．パケット

が環状に伝搬すると仮定し，状

態I端末が存在する環と正方形

の重なりとして伝播面積 ( )A t を

求める．この際には，環状での

伝搬を想定し，端末密度 およ

び転送確率 pにより定義される

関数を用いた基準距離の概念

を導入する．さらに，前年度ま

では除外していたランダム・バッ

クオフ遅延を考慮た上で，計算

機シミュレーションを行い，構築

した差分方程式によるモデルに

含まれるパラメータの補正を行

った． 

端末数を 1,000N  （端末密

度 2.5  ）に対する情報の到

達率を図2に示す．従来のモデ

ルでは，十分な精度を得ること

ができないが，補正をかけたモ

デルでは，計算機シミュレーショ

ンによる結果と翌一致している

ことは明らかである．また，ホッ

プ数と到達時間の関係を図3に示す． 

今回は，情報の到達率をホップ数の関数として評価したが，時間の関数として評価するこ

とにより，より現実的なものとなる．また，今回用いた補正法により，十分な精度を得ることが

できる適応領域を調査することも必要である．これらの課題に関しては，次年度以降に引き

続き検討を行う． 
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図2．メッセージ到達率（端末数 1,000N  ，端末密度 2.5  ） 

 

 

図3．ホップ数と到達時間の関係（端末数 1,000N  ，端末密度

2.5  ） 


